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１号様式                

 記録者 事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂  

 

 

教育、民生常任委員会記録 

 

招集年月日 令和２年７月３０日（木） 

招集の場所 議員控室 

開会 午後１時２０分 

出席者 

 

委員長   福田 淑子 

副委員長  柳田 政喜 

委 員   村松 秀雄 

委 員   吉田 二郎 

委 員   平吹 俊雄 

委 員   手島 牧世 

委 員   藤田 洋一 

 

議 長   大橋 昭太郎 

 

欠席者 
委 員   我妻 薫 

 

職務のため出

席した者の職

氏 名 

事務局次長兼議事調査係長 齊藤 美穂 

協議事項 

・所管事務調査のまとめについて 

 

その他 

なし 

閉会 午後２時２６分 
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２号様式  協議の経過  

 開会 午後１時２０分 

福田委員長 皆さん、改めまして大変お疲れさまでした。 

引き続き、常任委員会を行います。我妻委員につきましては、体調不良

のため欠席いたしております。委員会は成立をいたしております。 

午前中に石巻市にお邪魔して、お話をお聞きしてきました。そのまとめ

を行いたいと思います。その後ですね、その他といたしまして、南郷病院

に限らないのですが、今、病院の患者さんがコロナの影響で減っている状

況をお聞きしました。皆さんのお手元には、お金がどのようになっている

のかをお示しをしているわけですけれども、おととい南郷病院から監査委

員さんに提出された書類を事務長の了解を得まして皆さんに配布したと

ころです。この表につきまして、後日、日にちを設定して中身を説明して

いただくということで、先ほど病院の参事とお話しました。日程につきま

して皆さんと打ち合わせをしていきたいと思います。 

それではまず、所管事務調査のまとめについてを議題といたします。 

皆さんのほうから色々ご意見をいただきたいと思うんですけれども。 

一人ひとりお願いします。 

村松委員 普通の奨学金というものではなく、奨学金返還に際しての助成金という

ことで、ちょっと新たなものだなと思っていました。居住地域、職場の地

域が石巻市内にあるという、文言からすれば厳しい条件になっているなと

思いました。定住化も含めた考え方なので、住んでもらって３年間という

期限付き。年間２０万円の３年で６０万円、返す人にとっては３年でも助

かるのだろうなと。３年なのか５年なのか助成期間の設定は難しいと思う

のです。期間の設定をもうちょっと、３年という期間でいいのか５年がい

いのか、判別はできませんけれども、そのへんの理由付けをしたほうがよ

かったのではないかと思いました。例えば奨学金の３分の１を助成すると

か、半分を助成するとか基準を設ければ自ずと期間も出てくるのかなと思

うんです。ただ、住んでなければすく中止ということになりますので、チ

ェック体制ですね。支給月にチェックするのか年一回のチェックなのか、

退去したらどうやってわかるのかちょっと心配でした。以上です。 

福田委員長  はい。他に、じゃあ一人ずつ。藤田さん。 

藤田委員  村松委員さんが言われたことと同じ様な事ですけれども。若手の職員の

方々の提案でこれを始めましたということで、石巻市居住が条件、そして

生産年齢人口の増加を狙うという説明がありました。わが町と比較する

と、人口も仙台に次ぐ第二の市ですから、事業所も企業も多いということ

で、話を聞いてきた限りではわが町には該当しないところが多いなと感じ

ました。市役所では公的な職業には助成しないという内容でしたし、１０

職種ありますが、石巻市でもその中である程度、需要がある看護師が多い

ということでした。市とわが町を比較すると大変なことをやっているなと
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私は感じてきました。 

福田委員長  吉田委員お願いします。 

吉田委員  今日研修をさせてもらって、支援事業の創設の経緯を聞いて、私たちの

委員会としての人材育成というか、保育士が一番足りないということで、

そこからテーマにしたと理解しているんだけれども、石巻市は市に関わる

職員さんはこの事業には当てはまらないということで、線を引かれてい

る。経緯を聞いて納得はしたんですけれども。もし実現できるならば、財

源どうするのかとか、その次の問題は趣旨というか、目的を強く言って財

源を確保するのかわかりませんけれども。定住促進の意味からもいいんで

はないかなと、私は思ってきたんですけれども。 

福田委員長  次、手島委員。 

手島委員  石巻市の目的として、地域包括ケアシステムの展開に必要となるとい

う、医療関係及び福祉関係に係る人材の確保と定住促進というところだっ

たので、元々のところ、そこからのスタートに子育てに関しての資格が入

ってきたという説明を受けてきたんですが、目的としての定住化とか人材

確保というところはすごくいいなとは思うんですが、このままの状態での

本町での取り組みはかなり難しいのかなと。例えば、看護師であっても町

で持っている病院は対象外になってくるようになってしまうので、そうい

ったところと、予算組みから色々なところを考えていくと細部まで町の状

態と比べていかないと、交付対象者も含めて考え直さないといけないのか

なと思っていました。ただ、返還支援事業の助成金というのは魅力がある

のかなとは思っています。以上です。 

福田委員長  平吹委員。 

平吹委員  感想としては、町と市とでは規模の差があるなという感じがしました。

財源はどのようにしているのかなとお聞きしたわけですが、企業版のふる

さと納税ということで、これもやはり町と市の規模の差ではないのかな

と。わが町と比べた場合、どうなのかなと。石巻の場合、財源はがんばれ

石巻応援基金というのがあって、その一部をこれに活用しているというこ

とで、当町に置き換えればどのようにしたらいいのかなと考えさせられて

いるところであります。助成金交付については財源かなとつくづく思いま

した。 

福田委員長  副委員長。 

柳田副委員長  大変勉強になってきたんですけれども、皆さんおっしゃったとおり、基

本的には目的ですよね。最初のスタンスで人材確保ということでいくの

か、定住促進でいくのか。定住促進になりますと所管が違うので、やはり

最初にスタートした人材確保というふうにしていかなければならないの

かなと。そういう意味では石巻とは意味合いが違うのかなと思いました。

色々聞いた中で、石巻では年間２０万円の３年間までということですけれ

ども、うちの町の奨学金制度の要綱を見てみたんですけれども、貸付期間
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の３倍の償還期間なんですね、４年制の大学に行った人は、３倍ですから

１２年間の償還期間なんです。４年制の大学に行った人は、月約４万円ま

で借りていますから、月１万３０００円位の償還、約３分の１。３倍の償

還期間になった場合は。となってくると、最初の３年間だけではちょっと

意味合いは薄いのかなと思った部分はありました。そのへんで、金額的な

部分ですね、何年間と期限を決めるのか、もしくは……。設定の仕方を考

えていかないと、なかなか集まるのも効果が薄くて集まらないのかなとい

うことも感じました。高校生に関しては、うちのほうで検討している中で

は就職してからの話ですし、専門の職業の学校に行った場合にしか該当し

てこないので、目的云々、金額云々そのへんの部分は今後、目的に合わせ

て設定していくべきだろうし、そうしないと意味が薄くなるかなと感じま

した。 

福田委員長  他にありませんか。 

 私の感想を述べさせていただきたいんですけれども、人材確保あるいは

定住促進という両面持っているわけですけれども、人材確保するという意

味ではこの発想はいいなとは思いました。奨学金を借りて就職して、そう

すると借金から始まる、返済から始まる、そういう意味では人材を失わな

いで町で確保するには、こういう助成の仕方は、金額とかそういうのは抜

きにして、こういう事をしていくのは私はいいのかなと思いました。あと

は財源なんですけれども、他の委員がお話したように規模がね、町と市の

規模。企業からの寄付金の一部を財源に充てているという意味では、美里

町はどうなのかなという疑問もありますけれども、取り組みとして復興戦

略検討チームということで、提案事業の一つだったんですけれども、実際

に若い人たちの人材を確保するという取り組みについては、私は評価でき

ると思いました。 

 では、まとめなんですけれども、どのようにまとめたらいいでしょうか。 

 休憩します。 

 休憩 午後１時３７分 

再開 午後２時０２分 

福田委員長 再開いたします。 

奨学金返還支援事業助成金の取り組みは評価する。対象者は町民に限る

べきではないか、それから金額については、もし実施する場合は基準を設

けて行う。町内事業所に勤務するように条件を設ける。職種につきまして

は看護師、保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、社会福祉士、

介護福祉士、保育士の資格を得る場合の学校に通学した場合に、奨学金を

借りた場合にしたいと思います。これらをまとめて提出したいと思います

がよろしいでしょうか。（「はい」の声多数あり）では、そのようにさせて

いただきます。 

今後の取り組みなんですけれども、どのように取り組んだらいいでしょ
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うか。先進地に視察するにしても県外になってしまうので、それはストッ

プしなければならないという状況において、石巻市は県内なんで、やっと

視察できたんですけれども。私たちが目的とする研究テーマに合った視察

は当分無理かなと。だとすれば、じゃあどうすればいいのかという問題が

出てきております。今後の取り組みをどのようにしたらいいのか、私も悩

んでいるんですけれども、皆さんからご意見をいただければと思います。 

休憩します。 

 休憩 午後２時０５分 

再開 午後２時１１分 

福田委員長 再開いたします。 

今後の進め方についてですけれども、先進地について実際に行ければい

いんですけれども書面で伺うかたちにして、皆さんでまとめていくという

ことでよろしいですか。（「はい」の声多数あり）それでは、そのようにし

たいと思います。所管研究テーマについては以上となります。 

続きまして、その他なんですけれども、先ほど、冒頭にお話ししました、

コロナの関係で公立病院だけでなく、病院そのものの患者数が減って、全

国的に収益が落ちてきている状況になっています。医師会でも国に対して

補助してほしい、支援してほしいという申し入れはしているみたいなんで

すけれども、未だに国からは回答が来ていないと。大変な状況にあると思

うんですね、そういった中で南郷病院もかなりの減収になっています。私

たちの命を守る砦になっておりますので、病院に対する支援ですね、それ

を国に求める意見書、これを皆さんで提出したいと思いますが、皆さんの

ご意見をお伺いいたします。いかがでしょうか。（「コロナ禍の中で病院収

益悪化による支援」の声あり）支援金を国に求める。（「感染拡大防止支援

事業というのがあるんだけど、この他にね」の声あり）そうです。各病院

が減収になっているのは間違いないことなんです。公立病院だけではなく

て。聞き取ったところ、南郷病院としては４、５、６月の３か月間で大体、

入院で４３０万円、外来で２００万円の減収になっている。年額にすると

大体７，７００万円あるいは８，０００万円の減収になるお話を聞きまし

た。今そういう状況になっています。議会として何ができるかといったら、

そういった減収に対して国からの援助ですね、意見書を…。 

意見書、いかがですか皆さん。（「うちの町だけじゃないでしょ」の声あ

り）（「だから国のほうに対する意見書」の声あり）出す方向で原文を考え

てきますので、一番直近は８月７日の議会なんですね。（「８月７日は厳し

い」の声あり）かなり厳しいと思って、その後だと９月会議…（「９月で

は遅い」の声あり）遅いよね。８月７日に向けて出す方向で頑張ってみま

す。 

休憩します。 
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 休憩 午後２時１７分 

再開 午後２時２５分 

福田委員長  再開いたします。 

 次回は８月６日午後１時３０分からになります。この日は、病院の状況

を事務長に来ていただいて、お話をいただき状況を皆さんで共有したいと

思います。その上で対策を取れる分はとっていきたいなと思いますので、

ご了承ください。この日については、この表を必ず持ってくるようにお願

いしたいと思います。 

 他に皆さんからありませんか。 

なければ、これで常任委員会を終わりたいと思います。 

柳田副委員長 皆さん大変お疲れ様でございました。本日、石巻のほうまで行きまして、

研修し色々お話を聞いてきて、結構、聞きたいところを聞けたかなと思い

ます。今後、皆さんと検討して町に適した形の提案をしていきたいと思い

ますので、ご協力のほうよろしくお願いいたします。本日はどうもお疲れ

様でした。 

 閉会 午後２時２６分 

 

 

 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和２年７月３０日 

 

教育、民生常任委員会 

 

委員長                    


